
緊急医療救護所を開設します
災害時の医療救護活動

区では、大地震等の災害で多数の傷病者が発生
した場合、墨田区医師会等の協力を得て、被災者
の医療救護活動を迅速かつ適切に行います。

発災直後から72時間までの「超急性期」には多
数の傷病者が大きな病院に殺到し、病院が機能し
なくなることが予想されます。そこで、区内7か
所の救急病院の玄関前に「緊急医療救護所」を開
設し、負傷の程度で傷病者を振り分け（トリアー
ジ）、重傷者や中等症患者は病院の中で、軽傷者
は病院の外で応急手当を行います。大規模災害の
発生時に治療が必要な方は、「緊急医療救護所」が
設置される7か所の救急病院に向かってください。

なお、「超急性期」には、診療所・クリニックの
医師等が緊急医療救護所等での救護活動に当たる
ため、診療所・クリニックでの診療は行いません。
［緊急医療救護所設置病院］ ▼東京曳舟病院（東向
島2－27－1）　 ▼同愛記念病院（横網2－1－11）　

▼墨田中央病院（京島3－67－1）　 ▼東京都済生
会向島病院（八広1－5－10）　 ▼中村病院（八広2
－1－1）　 ▼賛育会病院（太平3－20－2）　 ▼山

田記念病院（石原2－20－1）［問合せ］保健計画課
保健計画担当‹5608－6189

お気軽にご利用ください
墨田区在宅リハビリテー
ション支援事業

病院でのリハビリを終了し、在宅でリハビリを
続けたい方や、医師にリハビリの指導を受けたい
方などを対象に、「墨田区在宅リハビリテーショ
ン支援事業」を行っています。
［支援の流れ・内容］ ▼東京都リハビリテーショ
ン病院（堤通2－14－1）に電話で診察日を予約し、
専門医の診察を受ける　 ▼東京都リハビリテー
ション病院の職員による自宅訪問を受け、リハビ
リメニューを作成してもらう　 ▼ リハビリメ
ニューに基づいてリハビリを継続し、区内の在宅
リハビリサポート医を年4回受診して評価・指導
を受ける　 ▼開始から1年後に東京都リハビリ
テーション病院の専門医の診察を受ける［利用期
間］原則1年間　＊希望により延長可［費用］無料　
＊医師の紹介状等、別途費用がかかる場合は自己
負担［申込み］随時、電話で東京都リハビリテー

ション病院‹3616－8399へ　＊受け付けは月
曜日～金曜日の午前8時半～午後5時15分［問合
せ］保健計画課保健計画担当‹5608－1305

ご協力をお願いします
住宅・土地統計調査

10月1日を基準日として、「住宅・土地統計調
査」が全国一斉に行われます。これは、住宅の種
類や設備、世帯の居住状況、保有する土地等の住
生活に関する現状と推移を明らかにするため、5
年ごとに行われているものです。結果は、国・都・
区が行うまちづくりの基礎資料とし、統計の作成
のみに使用します。

調査に先立ち、調査区域内の「住宅」と「住宅以
外で人が居住している建物」を把握するため、9
月上旬から、調査員証を持った調査員が調査区域
を巡回します。巡回の際、建物の位置や戸数等を
確認する場合があります。また、無作為に抽出し
た区内の約7000世帯を、調査票を持った調査員が
9月下旬に訪問しますので、ご協力をお願いします。
［問合せ］総務課統計係‹5608－6204
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暮
ら
し

たのしく学ぶデジタルカメラ教
室（全3回）

9月13日（木）・20日（木）・
27日（木）午後2時～4時

社会福祉会館（東墨田2
－7－1）

対 区内在住在勤の方　定 先着16人　費 無料　持 デジタルカメラと取
扱説明書　申 事前に電話で社会福祉会館‹3619－1051へ　＊受け
付けは月曜日～金曜日の午前9時～午後5時

 

健
康
・
福
祉

＂どなたでも参加可！＂
うめわかラジオ体操

8月27日（ 月 ）～9月29日
（土）の午前9時～9時20分　 
＊火・日曜日を除く

スポーツプラザ梅若（墨
田1－4－4）

費 無料　申 期間中、直接会場へ　問 スポーツプラザ梅若‹5630－
8880

ふくの会（なりひら認知症家族
会）

9月1日（土）午後1時半～3
時半

なりひらホーム（業平5
－6－2）

内 参加者同士の悩みの共有・情報交換　対 区内在住で認知症の家族
を介護している方　定 先着10人　費 無料　申 事前に、なりひら高齢
者支援総合センター（なりひらホーム内）‹5819－0541へ

区民フォーラム2018「墨田区の
災害医療」

9月1日（土）午後2時～4時 すみだリバーサイド
ホ ー ル2階 イ ベ ン ト
ホール（区役所に併設）

【テーマ／講師】▶第1部＝やけどの初期対応と重症熱傷について／
齋藤大蔵氏（防衛医科大学校防衛医学研究センター教授）　▶第2部＝
火災・熱傷について／小林竹志氏（本所消防署警防課長）　▶第3部＝
墨田区の火災対策について／小柳堅一氏（区防災まちづくり課長）　定 先
着300人　 費 無料　申 当日直接会場へ　 問 ▶墨田区医師会事務局
‹3611－0068　▶保健計画課保健計画担当‹5608－6189

むこうじま認知症サポーターフォ
ローアップ講座

9月4日（火）午後1時半～3
時

介護老人保健施設 べ
レール向島（東向島2－
36－11）

対 区内在住で認知症サポーター養成講座を修了した方　定 先着20人　
費 無料　申 事前に、むこうじま高齢者支援総合センター（べレール向
島内）‹3618－6541へ

オレンジカフェ 9月5日（水）午後2時～4時 す み だ 生涯学習 セ ン
ター（東向島2－38－7）

内 認知症や介護について、お茶を飲みながら語り合う　＊個別相談も
あり　対 区内在住で認知症に関心がある方など　定 先着30人　費 無
料　申 当日直接会場へ　問 高齢者福祉課地域支援係‹5608－6502

男性介護者教室「ケアMENすみ
だ＂高齢者福祉に関わる相談職と
の交流会＂」

9月6日（木）午後1時半～3
時半

なりひらホーム（業平5
－6－2）

内 講話、意見交換、座談会　対 区内在住の男性　費 無料　申 事前に同
愛高齢者支援総合センター（亀沢2－23－7塚越ビル1階）‹3624－
6541へ　問 高齢者福祉課相談係‹5608－6174

長寿の集い 9月9日（日）午後1時半～3
時45分　＊受け付けは午後
0時半～

す み だ 福祉保健 セ ン
ター（向島3－36－7）

内 歌唱指導、キッズダンス観賞など　対 区内在住で60歳以上の方　＊付
添いの方の参加も可　定 先着100人　費 無料　申 当日直接会場へ　
問 すみだ福祉保健センター‹5608－3721

高齢者の「パソコン教室」＂ワー
ドの基礎からもう一度＂（全4コー
ス・各コース全6回）

9月10日～10月19日の月・
火・金曜日　＊詳細は申込
先へ

立花ゆうゆう館（立花6
－8－1－102）

対 区内在住在勤で60歳以上の方　定 各コース4人（抽選）　費 各コー
ス1200円（教材費）　申 8月25日までに立花ゆうゆう館‹3613－
3911へ　＊受け付けは午前9時～午後5時　

認知症サポーター養成講座＂認知
症の方を地域で支える＂

9月11日（火）午後1時半～3
時

介護老人保健施設 べ
レール向島（東向島2－
36－11）

内 認知症について正しく理解し、認知症の方を地域で支えるために必
要な知識を学ぶ　対 区内在住在勤で認知症に関心がある方　定 先着
20人　費 無料　申 事前に電話で、むこうじま高齢者支援総合センター
‹3618－6541へ

備えは大丈夫ですか？「備蓄食
品とその活用法」

9月13日（木）午後1時半～3
時

向島保健センター（東
向島5－16－2）

内 備蓄食品の選び方や調理の工夫に関する講義　＊試食あり　対 区内
在住在勤の方　定 先着25人　費 無料　申 8月22日午前8時半から電
話で向島保健センター‹3611－6135へ

＝内容 ＝種別 ＝対象 ＝定員 ＝費用 ＝持ち物 ＝申込み ＝問合せ

表示から色々わかる、よく見よう！　 ［問合せ］生活衛生課食品衛生係‹5608－6943お知らせ
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